
 

２０２２年１０月に発出された米陸軍 FM3-0の主要変更点について 

 

１ 趣 旨 

  ２０２２年１０月１１日に発表された米陸軍ドクトリン FM3-0の 2017 年版からの主要 

変更点について、取り纏めたものである。 

 

２ 記述体系 
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３ 主要変更点 

（１）主要変更点の概要 

２０２２年版の FM3-0の主要変更事項を概観すれば、以下の通りである。次項以降に 

て細部は説明する。 

① 記述態度として大規模戦闘を焦点とした記述への見直し 

② 伝統的な陸軍の立ち位置への再帰（海洋領域での陸軍の役割・作戦も個別に言及） 

③ 戦争の概念の再整理（戦争の本質(Nature of War)への陸軍の見解の明確化、紛争の

時系列区分としての見方から連続体としての見方への見直し、戦争の階層の再整理、

領域及び次元の２軸の見方の整理） 

④ 具体的な対象国、場面を戦域レベル以下で具体化（対象国の作戦環境への影響を具体

的に分析、紛争初期段階での不利を深刻に認識） 
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（２）細部変更点 

ア 記述態度 

国家防衛戦略における脅威対象の明確化3を受け、対象国（中露）への戦略～作戦次元

での対処を具体的に記述。特に２０２２年版の記述の焦点は大規模戦闘が行われる  作

戦における陸軍種の役割・作戦を具体化4しており、その具体化の度合いは 1986年ｴｱﾗﾝ

ﾄﾞﾊﾞﾄﾙ時代の FMを彷彿させる。 

  イ 伝統的な陸軍の立ち位置への再帰 （陸戦の意義強調、他領域との関係明確化） 

  （ア）陸上戦力及び陸領域の意義の強調  

「陸軍の最重要任務は、敵陸戦力を撃退し、陸地を確保・占領・防御できる陸軍を 

育成・維持すること5」、「陸領域は、海領域とは区分され沿岸域を含む地域であり、 

多様な気象、地形、人が生存する地域であり、他領域に大きな影響を与える領域。

（中略）人類は海、空、宇宙で活動しうるが、最終的な生活や政治的決断、紛争に 

係る重大判断は陸領域により行われる6」 

（イ）海洋環境における陸軍作戦について記述 

    〇 著名な海軍提督及び理論家による陸軍の意義づけについて引用 

・「人類は海ではなく陸に住み、国家間紛争の重要問題は、限られた例を除き地上

軍が相手の領土にどのような影響を及ぼせるかに基づいて決定される7」 

(J.コーベット) 

※ 上記内容は２０１７年版でも記述 

・「戦争の基本原則は変化せず、最終的な目標は敵軍の撃破による意思と能力の破

砕であり、それは陸と海からの圧力によりなされるが、究極的な敢制(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)は

陸地の支配に寄るものである8」               (W.ニミッツ) 

   〇 北極海の作戦環境9について新規に記述 

    〇 海洋環境における陸軍の役割は、①重要地形の確保・敢制10、②敵の A2/AD打倒

及び統合による攻勢作戦の条件作為（防空11、着上陸作戦12）、③海洋環境での大規

模作戦能力の兵站支援13 
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  ウ 戦争の概念の再整理 

（ア）戦争の本質(Nature of War）への陸軍の見解の明確化 

    以前は記述されていなかった Nature of Warの項目を追記14 

   
  「戦争の本質は従来から変化なし15」、「戦争の性格(Characteristics of War)は科学技術、国家政策、作戦構想、 

世論等の要因により変化16」 

 

（イ）時系列区分に基づく記述から紛争を連続体(Conflict Continuous)とする見方に変更 

    〇 「紛争前の競争段階」「危機段階」「紛争段階」という時系列的な推移と考えるの

ではなく、米国と対象となるｱｸﾀｰの関係の性質を「協調」から「紛争」までのｽﾍﾟｸﾄ

ﾗﾑとして見る視点17への見直し 

   〇 単純な平和状態と戦争状態の二元論では戦略環境の安定化や、ｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝへの有効

な対処に限界があることを踏まえ、米軍全体として導入されている概念である。細

部は海上自衛隊幹部学校 長谷川淳氏の論考18を確認されたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【２０１７年版】19             【２０２２年版】20 

（ウ）戦争の階層について、作戦ﾚﾍﾞﾙの上位に戦域ﾚﾍﾞﾙを追加（戦争の階層の再整理） 

     2017年版における戦争の階層については、「戦略」、「作戦」、「戦術」の３階層21とし

ていたが、2022年版においては、「戦略」と「作戦」の階層の間に「戦域(Theater 

Strategic)」を追加22。 
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（エ）領域、次元の２軸の見方(新機軸) 

    〇 領域及び次元の定義を明確化 

〇 領域とは、代替不能な能力や専門的技術を有した軍種の存在を必要とする物理的 

 な一空間として定義されるもの24。陸、海、空、宇宙、ｻｲﾊﾞｰが該当 

（電磁波は各領域に影響する要素の一つと整理25） 

    〇 次元とは指揮官等が各領域での作戦遂行上の影響を評価する視点として位置づけ 

「物理」、「情報（ﾃﾞｰﾀ）」、「人間（認知）」に区分26 
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エ 具体的な対象国、場面を戦域レベル以下で具体化 

（ア）対象国の作戦環境への影響を具体的に分析 

     ２０１７年版までに見られた、どのような状況、場面においても適用可能な一般的

な記述から、主要な脅威対象と見なす中国及びロシアの各種影響力と米国本土との位

置関係から作戦環境を分析29 
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（イ）紛争初期段階での不利を深刻に認識 

     2017年版では大規模作戦における一般原則的事項を白紙的に記述。2022年版では、

脅威国の領域近傍における米軍のｱｸｾｽ及び戦力発揮が制限され、紛争初期における戦

略的不利32が生起するという国家軍事戦略の情勢認識に対応した、より具体的な場面

での作戦遂行要領について記述 
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（３）従来内容を踏襲している事項(作戦的にはＡＬＢの作戦思想・手法を踏襲する面も散見） 

   戦略的環境は変化し、ﾏﾙﾁﾄﾞﾒｲﾝ作戦の要素を包含しつつも、作戦ﾚﾍﾞﾙ以下では Closed  

Areaと Deep Areaの作戦を同時進行させていくことから、ｴｱﾗﾝﾄﾞﾊﾞﾄﾙの方法論を踏襲 
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４ おわりに 

  本文書においては、米陸軍 FM3-0の改定及び発表を受け、まずはどのような記述の変化が

なされたのかを明らかにし、分析は不十分ながら、まずは主要な変更点について理解促進を

図るものである。個々の変更事項の分析や意義付けについては、今後の論考に委ねたい。 

 

 

（教育訓練研究本部研究部 １等陸佐 菊池 裕紀） 
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